





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Landschaft や landscape が「景域」と訳される場合がある。また，見え方すな
わち視覚だけでなく五感による認識の全体を重視するという立場からは，
Landschaft や landscape が「景相」と訳されることもある。さらに，景観と類
似した用語として「風景」，「風土」，「風水」といった用語があり，このうち例え
ば「風景」という語は，しばしば landscape の訳語として用いられている。


































































































































































































































































































































































































































































































































































vgl. Martin Heidegger; Gesamtausgabe, Band5（Vittorio Klostermann, 1977）, S28.
（４）　ウィトゲンシュタインという20世紀の哲学者が，『哲学探究』の中で使ったシャ
ストロウの図。
─ 77 ─
